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高
野
蘭
亭
伝
孜

(下
)

高

橋

昌

彦

◎

元
文
五
年

庚
申

三
十
七
歳

〇
三
月
十

一
日
、
南
郭

の
次
男

　
卿
没
。
享
年

十
七
。
遺
稿

『
鍾
情
集

』
(寛
保

元
刊
)

の

「附
吊
契
詩
」
中

に
、
蘭
亭

の
詩

が
四
首
が
載

る
。

実
　
卿
秀
才

(其

二
)

陸
弟
誰
堪

レ惜

風
流
失
二
妙
年

「

一
從
二
龍
種
去

一

難

レ見
二
鳳
雛
嗣

「

言
只
文
章
駐

名
慮
二
竹
吊
傳

「

傲
二
君
曽
歎
逝

一

慨
帳
吊
二
斯
篇

一

南
郭

の
跡
を
嘱
望
さ
れ
た
人
物

の
死

に
対
し
、
他

に
多
く

の
人
が
詩
を
詠
じ

て

い
る
。

一
方
、
『
鍾
情
集
』

に
は
七
絶

「
答
子
式
見
寄
」
が
あ
る
。

〇
六
月
十
六

日
、
本
多
椅
蘭
侯
が
五
十
歳
を
迎
え
る
。
七
律

「奉

賀
猜
蘭

揆
五

十
初
度
」

(五
)
を
贈

る
。

こ
こ
で
、
蘭
亭
と
交
流

の
あ

っ
た
大
名
を

『
詩
集
』
よ
り
拾

っ
て
み
る
。
前

出
し

た
椅
蘭
揆

・
膳
所
揆

の
他

に
、
高
田
疾

(後

に
白
河
侯
)

・
烏
山
疾

・
相

良
戻

(後

に
泉
侯

・
壺
山
老
揆
)

・
宇
土

侯

・
肥
後
侯

(銀
墓

公
子
)

・
宇
和

島
侯

・
諏
訪
揆

・
今
治
侯

・
佐
倉
侯

・
飯
山
侯

・
小
浜
疾
等

と

「墓
誌
銘
」

に

「
王
侯
学
レ
詩
者
、
什
之
六
七
出
二於

先
生

之
門

こ

と
記
さ
れ
た
よ
う
に
多

い
。

ま
た
、
そ

の
理
由
を
高
本
紫

漠
は

「
列
侯
威
学
二
詩
於
蘭
亭
高
子
式

一刻
二
意
李
槍

漠
」
と

『桂
源
遺
稿
』
(享
和

元
刊
)

の
践

に
お
い
て
述

べ
て
い
る
。
更
に
、
松

崎
観
海
は
、

今

ノ
世
上

ノ
詩

ハ
蘭
亭
流

ナ
リ
。
南
郭
流

ニ
ハ
ア
ラ
ズ
。
南
郭

ノ
詩

ハ
手

ガ
カ
リ

ナ
リ

ニ
ク
キ

ユ
へ
、
子
式

ノ
明
詩

ノ
風
、
世

二
行

ハ
ル
ト
ナ
リ
。

(『
文
會
雑
記
」

一
・
上
)

と
評
し
、

凄
娩
精
深
新
清
秀
華
如
二
毛
嫡
西
施
絶
世
猫
立

一者
服
子

(南
郭
)
之
詩
也
。

宏
大
富
麗
雄
謄
荘
厳
如
二
明
堂
太
廟
冠
星
典
重

一者
先
生

(蘭
亭
)
之
詩
也
。

服
子
才
俊
骨
清
神
韻
濁
勝
。
先
生
格
正
調
高
法
度
森
厳

。

(「
蘭
亭
先
生

詩
集
序
」
)

と
も
語

っ
て
い
る
。
蘭
亭

の
詩
が
、
詩
を
学
ぶ
者

に
と

っ
て
、
手
掛

か
り
に
な

り
や
す

か

っ
た
の
は
、
格
調
派
と
呼
ば
れ
る
明
詩

の
風
を
忠
実

に
受

け
入

れ
て

い
た
か
ら
で
あ

ろ
う
。
服
部
蘇
門
は

『
詩
語
砕
錦
』
(明
和
五
刊
)
の
序

で

「予

嘗
聞
東
都
高
子
式
。

教
二
詩
於
童
生

・也
。

毎

二

題
出

=。

轍
勇
二
裁
曇
匠
之
成

語

鳳。
而
令
二
之
綴
続
以
成
F
章
也
。
」
と
そ

の
作
詩
法
を
伝

え
て
い
る
。
だ

が
、

詩
人
蘭
亭

は
、
鵜
殿
士
寧

に
斯
も
答

え
て
い
る
。
「
足
下

ハ
世
禄

ナ
リ
、
予

ハ
詩

一29「



ヲ
産
業

ト
ス
。
詩

ヲ
人

二
見

セ
ザ

レ
バ
餓
死

ス
ト
」

(
『文
會
雑

記
』

一
・
下
)
。

そ

こ
に
は
、
詩
を
以

て
、
職
業
と
す
る

一
つ
の
生

き
方

が
垣
間
見

え
る
。
他

に

『
八
水
随
筆
』

に
は
、
大
名
邸

で

『
唐
詩
選
』

の
講
釈

を
行

な
う
蘭
亭

の
姿
が

描
か
れ

て
い
る
。

○

こ
の
年
、
刊
行

さ
れ
た

『
青
羅
館
六
詠
』
(中
野
三
敏
先
生
蔵
)
中

に
、
蘭
亭

の
五
絶

「
麻
布
岡
」
が
あ
る
。

0
蘭
亭
が
、
茅
場
町

に
新
居
を
構
え
た

の
は
、
こ
の
頃

と
思

わ
れ

る
。
七
律

「
ト

居
再
芯日洲
作
三
首
」

(『
懐
雑
』
四
)
が
あ
る
。

其

一

萱
洲
曽
別
十
年
飴

重
住
萱

洲
賦

ト
居

園
後
新
移
江
北
樹

門
前

近
釣
海
南
魚

紅
塵
車
馬
時
堪
レ避

白
首
琴
書

日
不

レ疎

馳
二
騎
人
間

一葱
一薄

劣

一

還
将
臥

レ病
属
二
樵
魚

=

詩
句

に
よ
る
と
、

十
年
余

り
前
に
、

一
度
、

こ
の
地

に
住

ん
だ
と
あ
る
。
家
が

崩
壊

し

て
ま
も
な
く
と
い
う
頃

か
。
そ
の
間
、
ど

こ
に
住
ん
だ
か
定
か

で
な

い
○

こ

の
新

居
を
祝

し
、
南
郭

に
七
律

「高
子
式
萱
洲
宅
成

二
首
」

(三

・
三
)
、
春

毫

に
七
律

「寄
題
子
式
新
居
」

(後

・
二
)
、
雲
夢

に
七
律

「
寄
題
子
式
新

居
」

(
五
)
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
鳥
山
侯
大
久
保
忠
胤

の

『椿
居
詩
鋤
』
(嘉
永

三
)

よ
り
、

五
古

「高
隠
士
子
式
」
を
引
く
。

子
式
吾
良
友

高
名
世
所
レ知

十
年
混

一時
俗
一
振
起
大
雅
辞

騒
兼
宋
玉
思

情
信
播
岳
詞

況
諺
学

老
杜
【

精
微
似
主
維
【

別
有
病
癖
在

同
病
識
者
誰

近
來
帰
二奮
巷
一

人
人
載
レ酒
時

不

レ濁
門
弟
子

我
亦
欲
レ窺

レ奇

門
弟
も
増
え
、
落
ち

つ
い
て
居
を
構

え
る
必
要

に
せ
ま
ら
れ
、
先

に
住

ん
だ

こ

と
も
あ
り
、
師
祖
挾

に
も
関
係

深
い
こ
の
地
を
選

ん
だ

の
だ

ろ
う
。
そ
し

て
、

こ
こ
が
、
蘭
亭
終
焉

の
地
と
も
な
る
。

◎
寛
保
元
年
辛
酉

三
十
八
歳

〇
五
月
十
五
日
、
松
崎
白
圭
が
六
十
歳
を
迎

え
る
。
蘭
亭

に
七
律

「
崎
子
允
六

十
初
年
度
宴
集
」

(『
懐
雑
」
四
)
が
残

る
。

〇
十

一
月
朔
日
、

高
田
侯
松
平
定
賢

が
白
河

に
移
封
。
七
律

「
高
田
疾
移
封
白

河
」
(五
)
が
あ
る
。
ま
た
、
そ

の
家
臣

で
あ
る
蓋
公
疏

に
対

し
、
七
律

「
送
蓋

公
疏
宙
白
河
」

(五
)
を
贈
る
。
蓋
公
疏

は

『
懐
雑
』

(
二
)

に

「
二
村
忠
蔵
」

と
註
が
あ
る
。
度
度

『詩

集
』

に
登
場
す

る
人
物

の

一
人

で
あ
る
。

◎
寛
保

二
年
壬
戌

三
十
九
歳

○
春
、
荘
田
豊
城

の

『
芙
蓉
之
圖
』
(寛
保

三
刊
)
が
成
立
。
蘭
亭

に
七
律

「
荘

子
謙
登
芙
蓉

圖
帰
因

以
為
賦
」

(『
懐
雑
』
三
)
が
残
る
。
豊
城
は
、
豊
後
臼
杵

の
人
。

日
野
龍
夫
氏

に
よ
り

『
豊
城
詩
集

』

(早
稲
田
大
学
図
書
館

服
部
文
庫

蔵

)
が
紹
介

さ
れ

て
い
る

(未
見
)
。
他

に

『
荘
田
豊
城
文
稿
』
(
国
立

国
会

図

書
館
鴉
軒
文
庫
蔵
)
が
写
本
と
し

て
残
る
。
同
書

に
、
蘭

亭

の
居
室

に

つ
い
て

書

い
た

「鞄
繋
居
記
」
が
載

る
。

〇
二
月

二
十

三
日
、
雲
洞
上
人
没
。
享
年
五
十
。
七
律

「
実
雲
洞
上
人
」

(『
懐

雑
』
三
)
が
あ
る
。
雲
洞
上
人

に

つ
い
て
は
、
春

塁
に

「暁
山
上
人
墓
硯
」
(後

・

十

一
)

が
あ

る
。

〇
七
月

二
十
八

日
よ
り
降
り
出
し
た
雨

は
、

八
月
中

に
そ
の
被
害
を
関
東
筋
都

て
に
及
ぼ
し
た

(『
武
江
年
表
』
)
。
蘭
亭

は
、
五
律

「壬
戌
八
月
江
水
大
溢
柳
知

述
」

(三
)
を
詠
ん

で
い
る
。

○

こ
の
年

の
作
と
し

て
五
律

「病
中

口
號
」

(
三
)
が
あ

る
。
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生

涯
三
十
九

散

レ
髪
已
薫
然

身
似

・文
園
臥

}

名
非
二
国
語
傳

う

讐

明
先
自
喪

一
病
更
相
憐

未

レ寛
千
秋
業

裁
鯨
有
二
太
事

己

が
身
を
左

丘
明

に
比

す
手
法

は
、
蘭
亭

に
お

い
て
し
ば
し

ば
繰

り
返

さ
れ

る
。

あ
る

い
は
、

蘭
亭

の
中

に
は
、

経
学

で
身
を
立

て
た
い
と
い
う
意
識

が

残

っ
て
い
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
た
だ
、
そ

の
詩
句
か
ら
、
当

時
を
風
靡

し
た
詩

人

の
悌

は
顕
れ
ず
、
快

々
と
し
た
思

い
だ
け
が
感
じ
ら
れ
る
。

◎
寛
保

三
年
発
亥

四
十
歳

○
四
月
、
宇
和
島
藩
主
と
な

っ
た
伊
達
村
候
が
、
初

め

て
封
地

に
向

か
う
。
蘭

亭

に
七
絶

「
奉
送
伊
達
公
子
還
豫
州
二
首

」

(九

)
が
あ
る
。

◎
延
享

二
年
乙
丑

四
十

二
歳

〇
四
月
二
十
八
日
、
春
皇
門

下

の
関
口
黄
山
没
。
=
享
年

二
十

八
。

五
律

「契
関

世
篤

」

(三
)
が
残

る
。

○

こ
の
年
、
春
毫

門
下

の
土

屋
縄
直

が
、
御
書
院
番

の
役
と

し
て
駿
府

に
向
か

う
。
蘭
亭

に
、
七
律

「送
土
準
夫
戌
衛
駿
府
」

(五
)
が
あ

り
、
観
海

に

「
送
土

殿
中
郎
準
夫
戌
駿
府
序
」
(
六
)
が
残
る
。
そ

の
後
、
駿
府

の
縄
直
か
ら
、
書
と

詩

が
届

い
た
ら
し
く
、
七
律

「得
土
準
夫
駿
中
書
及
詩
答
寄

二
首
」
(六
)
を
作

り
応

え
て
い
る
。

◎

延
享

三
年

丙
寅

四
十

三
歳

○
正
月
、
老
中
堀

田
正
亮

が
播
磨
河
内
及
び
出
羽
国

の
封
地

よ
り
、
上
総
下
総

に
移
封
。
七
律

「
奉
送
元
老
紀
公
移
封
佐
倉
暫

之
国
」

(六
)
が
残

る
。
又
、
五

絶

「為
元
老
佐
倉
揆
題
圓
硯
」

(八
)
が
、
同
人

に
対
し

て
他

に
あ
る
。

〇

二
月

二
十
九

日
夜
、
俗

に
坪
内
火
事
と
呼
ば
れ
る
大
火
が
起

こ
る
。
幕
府

は
、

三
月
六

日

「
屋
舎
螢
造

は
。
し
ば
し
な
す

べ
か
ら
ず
」

(『
惇
信
院
殿
御
實
紀
』

巻
三
)
と
令
を
出
す
。

こ
め

大
火

で
蘭
亭
も
焼
け
出

さ
れ
、
五
律

「
罹
火
後
未

定

居
戯
賦
」

(三
)
を
賦
し

て
い
る
。
大
内
熊
耳

に
、
七
律

「
高
子
式
罹
災

後
賦

寄
」

(
『熊
耳
先
生
文
集
』

三
)
が
あ
る
。

〇
九

月
、
相
良
揆
本
多
忠
如
が
、
奥
州
泉

に
移
封
。

こ
れ
に
関
す
る
詩

は
残

ら

な
い
が
、

そ
の
後
、
泉
挨
と
し

て

『
詩
集
』

に
登
場
す
る
。

○
年
内

に
は
、
茅
場
町

に
新
居
を
築

い
た
ら
し

い
。

ト
居
雑
詠
七
首

(其

一
)

奮
住
護
洲
地

新
螢
二

草
鷹

江
雲
當

レ戸
落

嶽
雪
映
レ窓

初

丘
墾
違

レ高

レ臥

槍
浪
足
レ
ト
レ
居

要
津
吾
豊
敢

為
レ食

武
昌
魚

(『
詩
集
』

三
)

こ
の
新
居

に
は
、
合

わ
せ

て
層
楼
を
築

い
た
ら
し
く
、
七
律

「
明
月
楼
」

(六
)

が
残

る
。
そ

の
後
、
明
月
楼
は
、
詩
人

た
ち

の
集
会

の
場
と
し

て
、
多
く

の
詩

集

に
登
場
す
る
。

◎
延
享
四
年
丁
卯

四
十

四
歳

〇
五
月
晦
日
、
太
宰
春
墓

没
。
享
年
六
十
八
。
七
律

「
契
太
宰
徳
夫

二
首
」
(六
)

が
残
る
。
葬

儀
の
模
様
を

『
文
會
雑
記
』

(
二

・
下
)
は
、

葬
礼

ノ
時
上
下

三
四
百
人
会
葬

ア
リ
シ
ト
ゾ
。
曲
江

(土

屋
縄
直

の
号
)

ナ
ド

ハ
病
中

二
夜

四

ツ
マ
デ
ヅ

ゝ
語

ラ
レ
タ
ル
ト
也
。
又
毎
日

ノ
見
廻
四

五
十
人

モ
ア
リ
シ
ト
ゾ
。
葬

ノ
時
南
郭
、
子
式

モ
行

レ
シ
ト
ナ
リ
。

と
記
す
。
又
、
同
書

は

「春
台
葬
礼

ノ
式
」
と
し

て
葬
儀

の
道
具
や
人
事
を

も

伝

え

て
い
る
。

0
そ
の
後
、
春
墓
門
下

の

一
人

で
あ

っ
た
田
元
麟
が
詩
を
学
ぶ
た
め
、
蘭
亭

の

許
を
訪

れ
る
。
五
律

「
田
元
麟
嘗
事
太
宰

徳
夫

没
後
請
学
詩
於
余
余
與
徳
夫
為
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同
社
故
於
元
麟
無
忌
賦
示
」
(
三
)
が
残

る
。
元
麟

は

『
文
會
雑
記
』
の
語

り
手

の

一
人
と
し

て
登
場
す
る
が
、
そ

の
人
と
な
り
は
明
ら
か
で
な
い
。
観
海

に
五

律

「
実
田
元
麟
」

(三
)
が
あ
り
、
「
可
レ悲
千
載
下

無
三
復
識
二
斯
人

…」
と
詠

じ
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
、
「
田
生
恒
有
字
説
」

(十

一
)

に
お
い
て
、
元
麟
と

い

う
字

が
、
春
豪

の
絶
筆

で
あ
り

(
孔
子

の

「春
秋
」

の
記
事
が
、
麟
を
と
ら
え

た
事
件

で
絶
筆

と
な
る
)
、
志
を

こ
め

た
も

の
で
あ

る
こ
と
を
説

い
て
い
る
。

こ

の
田
元
麟

を
は
じ
め
、
観
海

・
稲
垣
長
章
等
、
春
墓
門
下

で
蘭
亭

に
詩

文

を
学

ぶ
者

が
い
る
こ
と
は
、
経
学
と
詩
文

の
分
業
化
を
示
し

て
い
る
と
共

に
、

南
郭
と
春
肇

の
確
執
が
、
蘭
亭
門
と

の
交
流
を
盛
ん

に
し
た
と
も
考

え
ら
れ

よ

う
。
○

こ
の
年
、
肥
後
藩
文
学
秋
山
玉
山
と
出

会
う
か
。

こ
の
年

以
前

に
、
肥
後
藩

支
藩

の
宇
土
侯

(細
川
興
文
)
や
銀
塁
公
子

の
名

が

『
詩
集
」

に
見

え
る
。

ま

た
、

こ
の
年
八
月
、
銀
皇
公
子
は
、
肥
後
藩
主

と
な

り
、
重
賢
を
名

の
る
。

そ

の
頃

の
作
と
し

て
七
律

「上

肥
後
侯
」

(六
)

が
残
る
。
今

日
、

永
青
文
庫

に

『
束
里
詩
稿
』
(写
本

一
冊
)
が
残
る
。
総
詩
数
五
百
十
三
首

(内
訳
、
五
律
七

十
九
首

、
五
排
九
首
、
七
律
百
七
首
、
五
絶
五
十
七
首
、
七
絶
二
百
五
十
八
首
、

七
古

一
首
、
六
絶

二
首
)

で
、

肥
後
藩

に
係
わ

る
人
物
名
を
詩
題
は
多

く
含

ん

で
い
る
。
『
詩
集
』
未
所
収

の
詩

も
多

い
。
肥
後
藩
と
蘭
亭

の
結
び

つ
き

の
強

さ

が
わ
か

ろ
う
。
他

に
同
文
庫
蔵

の

『
諸
先
生
詩
集
』
(
一
巻
)
巻
頭

に
、
蘭
亭

の

詩

二
首

が
掲
げ
ら
れ

て
い
る
。

玉
山
と

の
出
会

い
は
、
肥
後
侯

の
詩
会
と

い
う
場

で
あ

っ
た
ろ
う
。

そ
の
逸

話

に

つ
い
て
は
、
徳
田
武
氏

の
論

に
詳

し
い
。

こ
こ
で
は
、
知

り
合

っ
て
間
も

な

い
頃

の
作
と
し

て
五
律

「
寄
秋
文
学

子
羽
三
首
」

(
三
)
を
引

く
。

其

一

大
國
多

奇

士

「

儒
生
席
上
珍

聲
名
傳
二
異
代

「

翰
墨
屡
こ
何
人

}

抱

レ壁
光
長
照

披
・
雲
望

更
新

看
レ
君
愈
貴
重

豊
合
厭

二
風
塵

一

◎
寛
延
元
年
戊
辰

四
十
五
歳

〇
三
月
二
十
五
日
、
越
智
雲
夢
没
。
享
年
六
十
三
。
五
排

「
㎜犬
越
君
瑞
三
首
」

(
三
)

を
作
り
、

そ
の
死
を
痛
む
。

○
春
、
将

軍
家
重

の
襲
職
を
賀
す

る
朝
鮮
使
節
団
を
迎
え
る
た
め
、
備
前

岡
山

藩
文
学
井
上
蘭
墓
が
、
初
め

て
備
前

に
赴
く
。
七
律

「
送
備
藩
井
子
叔
之

國
迎

接
韓
使
」

(六
)
を
贈

る
。
蘭
毫

に

つ
い
て
は
、
中
野

三
敏
先
生

に
伝

が
あ
る
。

『
蘭
毫
遺
稿
』

(天
明
六
刊
)

に
、
蘭
亭

の
名
も
見
受

け
ら
れ
る
。

◎
寛
延

二
年
己
巳

四
十
六
歳

○

「
墓
誌
銘
」

に

「
己
巳
以
後
諸
作
、
鎌
倉
詩
居

「一其
半

一」
と
あ

る
よ
う

に
、

こ
の
年
よ
り
、

鎌
倉

に
関
す

る
詩
が
多
く
な
る
。

そ
れ
以
前

に
も
、

鎌
倉

に

行

っ
た

こ
と
は
何
度

か
あ
る
ら
し
く
、
『
懐
仙
楼
集
』
に
七
律

「
送
高
子
式
之
相

中
」
(五
)
と
あ
る

の
は
、
元
文
四
年
頃

の
作
と
思

わ
れ
る
。
蘭
亭

に
も
、

こ
の

年

以
前

の
作

と
し
て
、
五
排

「遊
壼
島
」

(五
)
や
五
絶

「
鎌
倉
雑
詠

二
十
首
」

(
八
)

が
あ
る
。

そ
の
地

に
築

い
た
草
苓

に

つ
い
て
は
七
律

「松
濤
館
」

(六
)

が
あ
り
、
草
堂
五
勝

に

つ
い
て
も

「
鎌
山
草
堂
五
絶

」
(
八
)
が
残

る
。

鎌
山
草
堂
五
絶

(蒔
蕩
門
)

柴
門
懸
二
醇
蕩

一

翠
蔓
垂
二壁
上

=

此
中
讃
二
離
騒

一

山
中

窺
レ人

照

こ
の
他

に
、
鎌
倉

に
関
す
る
詩

は
、
『
詩
集
』

よ
り
五
十
余
首
拾
え
る
。
且

つ
、

江
戸

に
帰

っ
て
も
鎌
倉

を
語
る
こ
と
が

あ

っ
た
と

み
え
、
『
桂
源
遺
稿
」

に
は
、

五
律

「聞
高
子
式
談
鎌
倉
名
勝
賦
此
贈
之
」

(上
)
な
る
詩
も
見
え
る
。

晩
年

、

い
か
に
こ
の
地
を
愛
し
た
か
知
り
得
る
だ
ろ
う
。
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そ

の
鎌
倉

の
詩

の
中

に
、

五
絶

「遊
鎌
倉
観
平
中
将
幽
囚
與
美
人
封
酌
之
杯

慨
然
有
懐
古
之
感
率
爾
為
賦
」
(五
)
が
あ
る
。
こ
の
盃
が
話
頭
と
な
る
逸
話

が

『笈
埃
随
筆
』

(巻
十

二

「
雑
説
」
)

に
残
る
。

相
模
國
教
恩
寺

に
、
中
将
重
衡
卿
と
千
壽

前
と
酒
宴

せ
し
時

の
盃
有

り
。

大

さ
今

の
世

の
平
皿

の
ご
と
し
。
内
外

黒
塗

に
し
て
中

に
梅
花

の
蒔
絶
あ

り
。
予
東
武

に
あ
り
し
時
、
高
野
蘭

亭
と
い
ひ
し
は
盲
人

に
て
詩
人
な
り
。

い
か

ゞ
し

て
か

こ
の
盃
を
乞
得

て
所
持

し
た
り
。
因

に
云
、
此
盲
人
燭
髄

盃
を
椿

ん
と

て
、
よ

の

つ
ね
の
人

は
お
も

し
ろ
か
ら
ず
と

て
、
鎌
倉

に
あ

る
大
館
次
郎
が
塚

を
あ
ば
き
け
る
に
、
忽
ち
晴
天
か
き
曇
り
、
雷
鳴
雨
彩

し
か
り
け
る
を
辛
ふ
じ

て
取

て
帰

り
、
盃
と
し
楽
み
け
る

に
、
其

翌
年
其

月
其

日

に
死
し

た
り
。
平
人

の
塚
す

ら
狼

に
あ

ば
く
事

は
あ
る

べ
か
ら

ず
。
ま
し
て
や
勇
士

の
霊
何

ぞ
其
儘

に
置

べ
き
。
此
も

の
元
來
盲
人

に
て
、

詩
作
な
ど
す
る
気
質

ゆ

へ
、
慢
心
甚
し
き
故

に
や
。
か

ゝ
る
災

ひ
に
も
逢

へ
り
。

可
二
恐
愼

㎜。

燭
骸
杯

に
関
し
て
は

『
玉
山
遺
稿
』

(
一
)
に
七
古

「
閥
駿
杯
行
」
が
あ
る
。
事

実

、
蘭
亭

は
閥
艘
杯
を
使
用

し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、

玉
山

は
、

そ
れ

が
何

者

の
燭
髄

か
知

ら
な

い
と
記
し

て
い
る
。
百
井
塘
雨

の
こ
の
随
筆
を
引

い
て
、

伴
高
践

は

『
閑

田
次
筆
』
巻

四
で
、

其
中

に
て
此
盲
人
が
ご
と
き
は
、
こ
と

に
無
頼

と
い
ふ
べ
し
。
凡
.
小
人

の

才
能

あ
る
は
、
禍

の
基
な
る

べ
し
。

と
護
園
門
批

判

の
材
料

と
し

て
い
る
。

こ
の
弁

護
は
原
念
齋

の
言

に
任

せ
る

(『
先
哲
叢
談
」
巻
八

「
高
惟
馨
」
)
。

◎
寛
延

三
年
庚
午

四
十
七
歳

0
元

日
、
七
律

「
庚
午
元
日
」
(六

)
が
あ
る
。

0

こ
の
年
、
備
前
藩

に
帰
る
湯
浅
常
山

に
対

し
て
七
律

「
送
湯
之
祥
帰
備
藩

」

(六
)
を
贈

る
。
『
文
會
雑
記
』
の
筆
者

で
あ
り
、
観
海
と
親
し
か

っ
た

こ
の
人

物

は
、
何
度
か
蘭
亭
と
会

っ
た
と
思

わ
れ
る
。
七
律

「
寄
題
備
藩
某
常
山
楼
」

(『
懐
雑
』
五
)
が
他

に
残

る
。

一
方
、
『常
山
楼
集
』

(天
明
四
刊
)
に
は
、
蘭

亭

の
名
は
見

い
出

せ
な
い
。

0
南

郭
門
下

の
石
島
筑
波
が
明
月
楼
を
訪
れ
る
。
七
律

「石

仲
緑

過
訪

明
月
楼

携
詩

見
贈

不
見
仲
緑
已
十
鯨
年
話
鶴
喜
而
為
答
」
(六
)
が
あ
る
。
こ
の
人
物

の

没
年

を
宝
暦

四
年
と
す

る
書
が
あ
る
が
、
「
筑
波
先
生
墓

誌
銘
」

(
『事
実
文
編
』

三
十
九
)
に
よ
れ
ば
、
「宝
暦
戊
寅

(八
年
)
八
月
十
七

日

享
年
五
十

=

と

わ
か
る
。
尚
、
『
麦
荷
園
文
集
」

(四
)
に

「
今
藏
秋
高
子
式
卒
工
=
其
家
明
月
楼

余
與
子
式
相
知
且
三
十
年
　
悼
惜
之
感
言
何
能
喩
因
賦
七
律

二
章
」
と
あ
り
、

徊
櫟
没
後
す
ぐ

に
知
り
合

っ
た

こ
と
が
わ
か
る
。

◎
宝
暦
元
年
辛
未

四
十
八
歳

〇

四
月
十

三
日
、
江
戸

に
来

て
い
た
玉
山

が
五
十
歳
を
迎
え
た
。
七
律

「
鎮
西

秋
文
学
從
肥
後
揆

遊
東
都

弦
歳

五
十
賦
此
為
壽
」

(六
)
を
贈
る
。

○
冬
、
『
詩
集
』
に
大

川
上

人
と
し
て
、
し
ば
し
ば
登
場
す
る
大
川
義
俊
が
、
大

徳
寺
三
百
五
十
七
世

に
任

ぜ
ら
れ
、
西
上
す

る
。
七
律

「
送
大
川
暉
師
奉

詔
西

上
住
大
徳
寺

二
首
」

(六
)
が
残

る
。

◎
宝
暦

二
年
壬
申

四
十
九
歳

〇
九
月
九
日
、
重
陽

の
節
、
鳥
山
侯
邸
を
訪
れ
る
が
、
先

君
常
春

の
命

日
に
あ

た
る
。

七
律

「九

日
奉
訪
鳥
山
侯
云
先
侯
忌
日
也
恨
然
有
作
」

(七
)
を
作

る
。

〇
十

二
月
十

二
日
、
宇
和
島
疾
が
、
侍
従

に
任
ぜ
ら
れ
る
。
七
律

「
奉
賀
宇
和

島
侯
進
階
」

(七
)
を
贈

る
。

◎
宝

暦
三
年
癸
酉

五
十
歳

○
正
月
、
新
年

に
際
し
七
律

「
新
歳

偶
作

」
(七
)
を
賦
す
。

〇

五
月
十

二
日
、
松
崎
白
圭
没
。
享
年
七
十

二
。

そ
れ
以
前

に
、
病
気
を
思

い
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や
る
五
律

「謁

崎
子
允
病

二
首
」

(
三
)

が
あ
り
、

死
を
痛
む
詩
と
し

て
七
律

「
実
崎
子
允

三
首
」
(
七
)
を
詠
む
。
子
観
海

に

「先
考

白
圭
府
君
行
状
」
(
十
)

が
あ
る
。

〇
五
月
七

日
、
蘭
亭

五
十
歳

の
賀
宴
が
催

さ
れ
た
。
観
海

「五
十
序
」
(七
)
は

こ

の
時

の
作
。
他

に
、
横
谷
藍
水

に
五
律

「
奉
賀
蘭
亭
先
生
五
十
初
度
」

(
『藍

水
詩
草
』

二
)
、
本
多
忠
如

に
五
排

「
賀
束
里
先
生
五
十

初
度

」
(上
)
等

が
あ

る
。
本
人

に
、
宴

の
際

の
詩

は
残
ら
な

い
。
同
年

の
詩
と
し

て
五
律

「早
春
」

(
三
)

が
あ

る
。

五
十
人
間
世

春
風

一
布
衣

病
鯨
今

日
老

名
識
昔
年
非

黄
鳥
時
求
レ
侶

冥
鴻
尚
未
レ
帰

歳
華
高

レ枕
慮

依
レ
奮
掩
二
柴
扉

一

○

こ
の
年

の
作
と
し

て
、
五
律

「
庭
際
裁
柳

経
年
枝
葉
甚
茂
偶
爾
有
感
」

(
三
)

が
あ
る
。

「
壽
蔵

記
」

は
、

「好
蓄

二古
郵

鼎
函
洗
書
書
諸
雅
翫

う、

治
二
齋
室
園

庭

一、
頗
修
猶
尚
以
二
少
時
所
τ
習
也
」
と
そ

の
嗜
好
を
述

べ
て
い
る
。
父
百
里

に

は
、

自
慢

の
柳
、
馴

た
り
け
れ
ば

隣

へ
も
追

ふ
て
や
り
た
る

一
葉
哉

(『
杜
撰
集
』
)

と

い
う
句
が
あ

る
様

に
、
蘭
亭

の
好
み
は
幼

い
時
か
ら
、
そ
の
親

に
よ

っ
て
育

ま
れ

た
も

の
で
あ

っ
た
。

◎
宝
暦

四
年
甲
戌

五
十

「
歳

○
正
月
、
泉
藩
主
本
多
忠
如
が
四
十
歳

を
迎
え
る
。
七
律

「奉
壽
泉
侯

四
十
初

度

」

(七
)
を
贈
る
。

〇
三
月
二
十

五
日
、
守
屋
峨
眉
没
。
享
年
六
十

二
。
五
排

「
契
守
秀
緯
」

(四
)

が
あ
る
。
大
垣
藩

の
医
官

の
こ
の
人
物
と
は

『
懐
雑

』
中

に
交
流

の
跡

が
見

え

る
。
〇
五
月

三
日
、
土
屋
縄
直
没
。
享
年

五
十
七
。
七
古

「
実
土

準
夫
」
(二
)
が
残

る
。
観
海

に

「
故
書
院
郎
土
屋
公
基
碑

」
(九
)

が
あ
る
。

○
夏
、
「
墓
誌
銘
」
に
よ
る
と
、
か
な
り
重

い
病
気

に
な
り
床

に
臥
す
。
死
期

の

近

い
こ
と
を
知

っ
た
蘭
亭
は
、
壽
蔵
を
築

く
。
観
海

の

「
壽
蔵
記
」

は
、

今
年

五
十

一
髪
如
レ
此
種
種
其
與
幾

何
乃
螢
「「壽
蔵
干
其
地

一
(
圓
覚
寺

の

後
山
)
。
謂
二
惟
時

一後
生

知
レ我
者
莫
二
子
如

一也
。
子
何
不

'為

レ
我
概
二
次
家

世
郷
里
於
石

一。
與
丁
其
待
二
其
就
τ
木
強
為

二訣

墓
之
辞

一使
丙
人
疑
乙
夫

不

・

以
レ
情
為
τ
文
者
甲
也
。

と
、
そ

の
事
情
を
伝
え
る
。

○
八
月
、
泉
藩
主
本
多
忠
如

が
病
気
を
理
由

に
家
督
を
息
子
忠
簿

に
譲
る
。
『壺

山
集
』
に
七
古

「
宝
暦
四
年
秋
病
免
家

居
聯
述

鄙
懐
」
(上
)
が
見
え
る
。
退

い

た
藩

主
に
蘭
亭

は
七
律

「奉
寄
壺
山
老
侯
」
(七
)
を
贈
り
、
そ
れ
に
答

え
て
壺

山
は
七
律

「致
仕
後
答
束
里
先
生
見
寄
」

(上
)
を
寄
せ

て
い
る
。

〇
九

月
、

『
玉
山
先
生
詩
集
』

刊
。

践
と

し
て

「
題
秋
学
士
詩
篇
」

が
蘭
亭

に

よ

っ
て
撰

せ
ら
れ
る
。
「高
惟
馨
」

の
署
名

と

「
惟
馨
」
及
び

「字
日
子
式
」
の

印
が

あ
る
が
、
蘭
亭

の
書
を
そ

の
ま
ま
刻

し
た
も
の
か
不
明
。
蘭
亭

の
書

に

つ

い
て
、
『
先
哲
叢
談
』

(八
)
は
、

世
有
二
蘭
亭
盲
後
書
蹟

一。
此
世
人
彊
求
者
也
。
天
履
仁
蔵

数

張

う。
嘗
日
。

人
之
喜
二
蘭
亭
書

一。
徒
供
二
玩
弄

皿耳
。
余

レ
忍
・使

一其
蹟
佗
日
逢
二
人
媒
駿

}

也
。
遂
皆
痙

二土
中

「。
蘭
亭
詩
。
與

レ人
往
復
者
。
毎
属
二
藤
華
岡

一書
レ
之
。

故
時
人
或
謂
二
華
岡

一為
二
蘭
亭
之
書
佐

「。

と
伝
え
る
。
伊
藤
華
岡

の
名

は

「
蘭
亭
先
生
詩
集
践
」
に
見
え
る
が
、
『
玉
山
詩

集

』
践

の
筆
致
と
比
較
す

る
と
、
良
く
似

て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
『護

園
雑
話
』
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に
お

い
て
も

蘭
亭

の
手
跡

を
津

田
意
秀
老
所
持

な
り
。
酔
月

の
二
字

に
て
殊

に
見
事
な

り
。
此
酔
月

の
字
文
卿
持

た
る
が
、
蘭
亭
門
人

の
医
何
某
と
か
云
ふ
人

に

所
望

さ
れ
や
り
た
り
と
、
文
卿
自
ら
咄
し
た
る
由

。
護

園
に
も
蘭
亭

の
手

跡

に
て
有
水
と
云

ふ
二
字

の
額
、
常

に
挾
翁
祠
堂

の
前

に
掛

あ
り
き
。

と
記

さ
れ
、
佐

々
木
玄
龍

・
文
山

に
就
き
、
更

に
盲
目
と

い
う
こ
と
も
手
伝

い
、

そ
の
書
が
も

て
は
や
さ
れ
た

こ
と
は
間
違

い
な
か
ろ
う
。
前
述

の
堀
氏

に
贈

っ

た
詩

(元
文

四
年

の
項
)
、
『
諸
先
生

詩
集
』
所
収

の
二
首

(延
享

四
年

の
項
)
、

ま
た

『
芙
薬
館
帖
』

(天
理
図
書
館
蔵
)

に
収

め
ら
れ
た
七
律

「永
代
橋
歩

月
」

・
七
律

「
寄
登
富
嶽
入
」

の
二
首
等
、

蘭
亭

の
直
筆
と
思

わ
れ
る
。

○

こ
の
年
、
東
奥
白
石
よ
り
、
門
人
禅
転

が
江
戸

に
来

る
。
禅
転

「書
蘭
亭
先

生
詩
集
後
」

に
よ
れ
ば
、
以
前

に
三
年
程

江
戸
に
居

り
、

三
年
振

り
再
び
江
戸

に
出

て
き
た
と
あ
る
。
蘭
亭

へ
の
入
門

は
、
寛
延
二
年
頃

か
。
そ
の
頃

の
作

に
、

七
律

「
春

日
禅
賦
師

過
明
月
楼

」
(六
)

が
あ
る
。

こ
の
年

の
滞
在

は
慌
た
ゞ
し
く
、
七
律

「禅
賦
師
至
自
東
奥
為
贈
」

(七
)
、

五
律

「
禅
転
師
寓
居
」
(
三
)
、
七
律

「
送
禅
載
師
還
東
奥
」

(七
)
が
残

る
。
禅

較

に

つ
い
て
は

「
日
本
詩

選
績
編
作
者
姓
名
」
が
、

僧
禅
賦
、
奥

州
白
石
人
、
佐
藤
氏
、
以

レ詩
構
二
干
関
東

一。
或
日
、
今

帰
レ

俗
在

二武

州
川
越
府

一、
教
授
為
レ
筆
、
構

二要
之
進

一、
余
未
レ
詳
二其
然
否

一。

と
記
す
。

当
時

の
白
石

に
は
、

臨
濟
宗

の
寺
が
多

く
存

し
て
い
た

(『白
石
市

史
」
)
。

あ
る
い
は
、

そ
の
寺
院

の

一
つ
の
僧

で
あ

っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

◎
宝

暦
五
年

乙
亥

五
十

二
歳

〇
七
月
十
八

日
、
玉
山
が
富
士
登
山

に
出
発
し
た
。
八
月

二
日
に
無
事
江
戸

に

帰

っ
た
こ
と
を
聞
き
、
蘭
亭

は
七
古

「
病
中
聞
秋
文
学
帰
自
冨
嶽
賦
此
寄
贈
」

(
二
)
を
玉
山

に
贈

る
。
「
富
嶽
記
」

(『
玉
山

遺
稿
』
七
)

が
玉
山

に
残

る
。

○

こ
の
年

の
作
と
し

て
、
大
潮
と
土
屋
藍
洲

の
長
寿
を
祝

い
、
そ
れ
ぞ
れ

に
七

絶

「寄
壽
海
西
大
潮
師
八
十
」

(十
)
、
七
律

「
寄
賀
豊
州
土

伯
曄
七
十
」

(
八
)

を
贈

っ
て
い
る
。

○

『猿
橋
碑
銘
』
(宝
暦
十

一
刊
、
中
野
三
敏
先
生
蔵

)
中

の
成
島
錦
江

の
撰
文

は
、

こ
の
年

の
十
月
十
五
日

の
日
付

け
を
持

つ
。
同
書

に
は
、
蘭
亭

の
文
も
深

見
噸
齋

の
書

に
よ

っ
て
刻
さ
れ

て
い
る
。
し
ば
ら
く
は
、
同
時
期

の
作
と
し

て
、

こ
の
年

に
成

っ
た
も

の
と
す
る
。

◎
宝
暦
六
年
丙
子

五
十
三
歳

○

こ
の
年
、
病
気
が
小
康

を
保

っ
た
と

み
え
、
鎌
倉

に
行
く
。
七
絶

「
鎌
肇
雑

詠
四
首
」

(十
)
が
残

る
。

其
三

大

海
潮
流
弔
二古
哀

一

漁
磯
返
照
傍
二
荒
幽撃

驚

濤
日
夜
鳴
無

レ極

猶

レ似
軍
聲
萬
馬
來

其

四

蛸
壁
天
高
宿
夜
雲

渓
流
斜
纏
石
欄
分

山
窓
夢
断
窺

残

月

一

惟
有
風
杉
傍
レ
枕
聞

お
よ
そ
、
故
事

に
振

り
回

さ
れ

る
こ
と

の
多

い
蘭
亭

の
詩

に
お

い
て
聴
覚

が
鋭

敏

に
働

く
。

蘭
亭
生
平
暴
止
。
蓋
侯
二
相
者

一。
於

レ
是
不
レ為

二瞥
者

仮
仮
状

一。
嘗

日
。

余
明
未

レ喪
時
。
不
レ
堪
レ
見
二
盲
人
動
摸

二索
其
左
右

「也
.
豊
今
致

・之
乎
。

『
先
哲
叢
談
』

(八
)
は
、
盲
人
蘭
亭

の
挙
措
を

こ
の
よ
う
に
伝

え
て
い
る
。

盲
目
詩
人

で
あ
り
な
が
ら
、
蘭
亭

の
詩

に
は
、
そ
の
特
質
を
見

い
出
せ
な

い
。

剰
窃
と
評
さ
れ

る
詩
句

に
、

明
詩
、
特

に
李
槍

漠
の
常
套
語

「
白
雲
」

・

「
風

塵
」
は

つ
き
ま
と
う
。
た
だ
、

『懐
雑
』

(
三
)

に
お

い
て
、
源
稜
卿

「
酒
間
詠

芭
蕉
花
得
開
字
」
中

の

「
一
朶
清
香
此
折
來
」
に

「
子
式
云
芭
蕉

ニ
香

ハ
非
也
」
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と
註

記
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
、
蘭
亭

の
詩
作

に
対
す
る
態
度

の

一
端
を
知

り
得

る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

◎
宝

暦
七
年

丁
丑

五
十

四
歳

〇
六
月
、
病
床
に

つ
く
。
七
絶

「
病
中
寄
五
子
」
(十
)
が
あ

る
。
蘭
亭
門
五
子

と
し

て

『
先
哲
叢
談
後
編
』

(八
)
は
、
「
谷
玄
圃
」

の
項

で

「
松
崎
観
海
、
藤
山

f
祥
、
竹

子
徳
、
藤
西
涯
」
を
あ
げ
、
横
谷
藍
水
と
合

わ
せ

て
五
子

と
す
る
。

こ

の
記
述
は

『
古
今
墨
蹟
鷺
定
便
覧
』
(弘
化
五
刊
)
に
受
け
継
が
れ
、
更
に
細

か

い
註

が

『先
哲
叢
談
績
編
』

(七

・

「
松
崎
観
海
」
)

に
附
さ
れ
、
「観
海
、
谷

藍
水
、

藤
山
懐
月
、
竹
鳴
鳳
、
近
藤
西
涯
」
と
改
あ

て
記
し

て
あ
る
。

だ
が
、

西
涯

の
名

は

『
詩
集

』
に
見
え
ず
、
同
じ
く

『
西
涯
館
詩
集
』
(寛
政
九
刊
)
に

も
蘭
亭

の
名

は
捜

せ
な
い
。
同
時
代
人

で
あ
り
、
接
点
が
考
え
ら
れ
ぬ
わ
け
で

は
な

い
が
、
西
涯

の
思
想
的
背
景
を
考
え
る
と
、
『
先
哲
叢
談
」
の
誤
り
と
考

え

た
方
が
よ

い
○
詩

は
、
最
後

の

一
人
と
し

て
禅
較

に
寄
せ
る
。
詩
を
引

き
、

ま

だ
触
れ
ぬ
人
物

に
関

し
て
述

べ
て
い
く
。

故

人
誰
唱
子
桑
歌

華
髪
風
塵
伏

・枕
過

終
向
山

中
蔵

病

骨

白
雲
千
載
満

巖
阿

一

右
観
海

「
観
海

集
序

」
(熊
阪
邦
撰

)
は
言
う
。
「
先
生

(
観
海

)
嘗
以
二高
子
式

「為
二
天

下

一
人

知
己

一者
」

と
。
観
海

の
詩
文
集

は
、
巻
五
ま

で
刊
行
。
そ
れ
以
降

は
、

稿
本
と

し

て
天
理

図
書
館

に
収

め
ら

れ

て
い
る
。
本
論

文

の
引

用
も
そ
れ

に

よ

っ
て
い
る
。

一
身

何
威
葬

相
州

傲
吏
無
レ
由
作

客

遊

一

君
但
提

携

龍
剣
色

一

夢
中
磨
桂
白
楊
愁
右
子
祥

「
日
本
詩
選
姓
名
録
」

に

「
藤
山
氏
、
字
子
祥
、
俗

称
五
郎
兵
衛
、
東
都
人
、

仕
二
松
平
筑
後
侯

一」
と
あ
る
。
松
平
筑
後
侯

は
、
杵
築
侯
松
平
親
貞
。
『藤
山
詩

論
』
が

『
南
郭
先
生
燈

下
書
』

に
附
さ
れ

て
写
本
と
し

て
、
国
立
国
会

図
書
館

に
残
る
。
『
国
書
総
目
録
』

は
著
者
を
服
部
南
郭
と
す

る
が
、
同
書
に
は

藤
山
維
熊

ハ
蘭
亭

の
高
弟
詩
を
以

て
世

二
鳴

ル
此
書

ハ
岡
田
長
郷

へ
答
候

国
字
騰

の
写
也

と
前
書
が
あ
る
。
内
容

は
、
詩
論

・
歌
論

に
至

る
ま

で
但
棟

の
考
え
方
を
そ

の

ま
ま
踏
襲
し

て
い
る
。

そ

の
執
筆
時
期
を
窺
わ

せ
る
箇
所
と
し

て

此
所
詩
道

の
変
し
候
時

節
と
被
存
候
、
恐
く

ハ
此
後

に
衰
仲
郎
鐘
伯
敬
を

尊
信
し

て
世

に
行
わ
る

へ
き
勢

二
見

へ
候
、
當
時
も
都
下

二
伶
利

の

一
少

年
、
衰
仲
郎
鐘
伯
敬
を
唱
候

て
、
篠

翁
を
狸

り

ニ
そ
し
り
、
嘉
萬

(嘉
靖

萬
暦
)

の
諸
家
を
破
除

い
た
さ
ん
と
構

へ
候
、
平
安
浪
華

の
諸
名
家

ハ
、

ヒ

ョ
ロ
く

と
新
渡

の
唐
山
道

理
を
署
伺
候
故
、
力
量

ハ
無
之
よ
ふ

二
被

存
候

な
ど
、
山
本
北
山

の

『
作
文
志
殼
』

(安
永
八
刊
)

・

『
作
詩
志
毅
』

(天
明
三

刊
)

に
対
す

る
と
思
わ
れ
る
内
容

も
見

え
る
。

躰
頭
臥

レ病
子
雲
亭

寂
莫

終
無

二車
馬
停

一

曲
冒
疋
侯
芭
堪
レ
問
レ
字

文
章
焚
蓋
太
玄
経
右
文
卿

蘭
亭
没
後
、
そ
の
名
声
を
受

け
継

い
だ
藍
水

に
は
、
盲
人
と

い
う
共
ハ通
点
か
ら
、

『
詩
集
』
中

に
、
そ

の
体
を
気
づ
か
う
詩

が
多

く
見

え
る
。
『
随
筆
辞
典
』

(解

題
編
)
に
引
か
れ
た
「
医
縢
」
の

一
条

は
、
藍
水

の
奇
人

ぶ
り
を
伝

え

て
い
る
。

十
年
燕
市
與
レ
君
歓

傲
骨
由
來
任

一酒

園

惟
見
北
風
吹

易

水

一

千
秋
撃

レ筑

不
レ禁

レ寒

右
子
徳

「
竹
川
政
辰

字
子
徳

、
伊
勢
人
」
と

「
日
本
詩
選
作
者
姓
名
」
は
伝
え
、
同
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書

「採
揮
書
目
」
は

「
馬
陵
詩
稿

竹
政
辰
詩
紗
未
レ
刻
」
と
そ

の
詩
集

の
存
在

を
述

べ
る
。
又
、
『
懐
雑
』
(五
)
の
註

に

「
竹
川
彦
兵
衛
」
と
あ
る
。
更

に

『
三

村
竹
清
集
四
』

・

「
韓
天
寿
」

中
に
引

か
れ
た
手
紙

に
は
、

…
…
祖
父

ノ
兄
馬
陵
山
人

西
山

居
士
勧
川
噺
鵬
ヲ
祖

来
門

二
て
詩

二
高
名

ノ

蘭

亭
先
生

ノ
門
人
高

足

五
子

ノ

一
人

也
、
是
も

五
十

二
不
及
死
去
候

得

共
ハ、
詩
文
集
自
集
十

冊
計
清
書

い
た
し
有
之
、
中
川
天
寿

ハ
儒

ハ
馬
陵
門

人
也

・
天
寿

ト
云
名
乗

は
、
馬
陵

ノ
撰

ニ
而
、
タ
カ
カ
ズ

ト
云
ナ

ノ
リ
ナ

リ
、

馬
陵

ノ
於
東
都

一
夜
百
首

ノ
筆
者

は
韓
天
寿
也
、
祖
父
歌
集
之
内
、

古
今
六
帖
題
小
冊
別

二
有
之
候
間
入
御
覧
候
、
践

ノ
政
辰
ト

ア
ル
則
祖
父

政
意
之
兄
馬
陵
先
生
也

(竹

川
二
代
竹
斎

の
手
紙
)

と
あ

り
、
竹
川
政
辰
が
、
経
世
家
と
し

て
著
名

な
竹

川
竹
斎

(
二
代
)

の
祖
父

の
兄

で
あ

る
こ
と
が
わ
か

る
。
そ

の
没
年
は
、
正
確

に
は
わ
か
ら
な
い
が
、
本

多
壺
山

(安
永

二
年
没
)
に
五
律

「
巽
子
徳

三
首
」

(上
)
が
残

っ
て
お
り
、
安

永

二
年
以
前

で
あ
る

こ
と
は
確
か

で
あ
る
。

粛
條
抱
レ
病
鎖
二柴

門

一

金
錫
嗣

融
日
往
還

丘
墾
千
秋
埋
レ
骨
地

先
君
更
住

二沃
洲
山

一

右
禅
転

『
先
哲
叢
談
績
編
』

(七

・

「
松
崎
観
海
」
)

に
は
、
藤
山
惟
熊

の
註

と
し
て

「
初

為

レ
僧
、
日
う名

繹
転
、
字

轍
外

「、
號
二白
石

=」
と
、

こ
の
人
物
と
惟
熊

が
同

一

人
物

で
あ
る
と
記
し
て
い
る
。

だ
が
、
同
じ
詩
題

で

一
人

の
人
物

に
二
首

を
寄

せ
た
と
は
考

え
ら
れ
な

い
。
ま
た

『壺
山
集
』

(上
)
の
五
古

「
四
子
詩
」
に
お

い

て
も

「山
子
祥
、
竹
子
徳
、
転
法
師
、
谷
文
卿
」

と
明
ら
か
に
二
人
を
区
別

し
て
い
る
。

〇
七
月
六

日
、
蘭
亭
は
危
篤
状
態

に
陥
り
、
同
日
没

す
。
門
人

た
ち

に
見
守

ら

れ
な
が

ら
の
往
生

で
あ
る
。
管
見

に
入

っ
た
実
詩
を
掲
げ

る
○

「
実
高
子
式
山
人
八
首
」

(『
玉
山
遺
稿
』

三
)

「
契
高
子
式
三
首
」

(
『
龍
門
集
』

二

・
四
)

「
芙
高
子
式

二
首
」

(
『熊
耳
先
生
文
集
』
三
)

「
秋
日
契
高
子
式
」

(『
南
郭
文
集
』
四

・
一
)

「
実
束

里
先
生
六
首
」

(『
壺
山
集
』
下
)

「
巽
束

里
先
生

四
首
」

(『
観
海
集
』
四
)

「異
東
里
先
生
四
首
」

(『
褻
園
集
』
後

・
一
)

「
実
蘭
亭
先
生
十
首
」

(『
藍
水

詩
草
』

一
)

「
競
蘭
亭
先
生
三
首
」

(『
梅
岡
先
生
集
』

四
)

○
枢

は
遺
言
通
り
、
圓
覚
寺
壽
蔵

の
地

に
葬
ら
れ
た
。
玉
山

「
㎜犬
高
子
式
山
人
」

(其

四
)

の
註

に

「山
人

以
二
七
月
六

日

一卒
七

日
夜
嚢
引
渡
一⊥
ハ
郷
河

一八
日
往

葬
二
干
相
中

一」
と
経

過
が
残

る
。
鎌
倉

に
は
、
横
山
藍
水
と
竹
川
政
辰
が
赴

い

た

(「
墓
誌
銘
」
)
。

○

「墓
誌
銘
」
に
よ
れ
ば
、
禅
転
を
除
く

四
人
が
遺
事
を
謀
り
行

っ
た
と
あ
る
。

そ

の
時

の
作

と
し

て
、
観
海

に
七
律

「
秋
日
同
子
徳
文
卿
集
子
祥
宅
修
束
里
先

生

遺
事
有
感
」

(
四
)
が
残

る
。

○
蘭
亭

の
人
と
な

り
に

つ
い
て
、
「
墓
誌
銘
」

の
他

に

『
護
園
雑
話
』

は
、

蘭
亭

は
豪
気

の
人

に
て
、
行
儀
甚

だ
正

し
く
胡
坐

な
ど
せ
し
こ
と

は
曽

て

な
き
人
な
り
。
女
房
は
十
人
ば
か
り
持

た
り
。

と
伝

え
る
。

そ
の
女
房

に

つ
い
て

『先
哲
叢
談
』

は
、

吾
租
少
年
在
二
江
戸

一時

。
與

二蘭
亭

で親
善
。
嘗
謂
レ
祖

日
。
余
責
レ
婚
。
媒

嬌
云
。
有
三

一氏

一。

一
則
多
二
姿
色

一。
而
拙
二
女
工

【。

一
則
有
二
才
徳

一。

而
貌
甚
寝
。
旺
才
色
並
茂
。
自

レ古
為

レ難

レ得
焉
。
萄
有
レ
一
㎝
於
此

・則
足

　
。
余
何
之
為

レ妻
。

租
日
○
愛

レ色
者
。
目
見
而
後
心
悦
レ
之
也
。
未

二始

有
τ
見
。
則
醜
美
何
論
。
不

レ如
納
う
其
善
二
刺
繍

　以
使
レ
理
二家
事

一也
。
蘭
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亭
嘆
日
。
誠
然
。
誠
然

。
非

三
父
以
レ
信
。
敦
能
言
レ
之
。
然
舎
二
才
徳

一嬰
二

姿
色

・。
夫

婦
錐

レ不

二
必
貴

以
レ
徳
。
而
亦
不

レ可
二
以
レ
色
為
τ
主
也
。
蘭
亭

惑
焉
。
果
六
嬰
終
無

レ
子
。

と
、
蘭
亭

の
人

間
味
を
如
何

な
く
述

べ
る
。
原
隻
桂
が
江
戸

に
来
た

の
は
、
享

保
十

八
年
頃
、
蘭
亭
三
十
歳
前
後

の

エ
ピ

ソ
ー
ド

で
あ
ろ
う
。
「
墓
誌
銘
」
も
結

婚

は
六
度

と
記

し
て
い
る
。
だ
が
、
直
接
、
私
生
活

に
触
れ
る
詩

は
探

し
得
な

い
。

更
に
、

そ
の
子
ど
も

に

つ
い
て
は
、
『
銀
嚢
遺
事
』

に

又
、
蘭
亭
が
娘
も
、

は
や
く
父

に
別
れ

て
、
よ
る
か
た
な
か
り
し
を
小
君

の
御
許

に
め
さ
せ
、
あ

は
れ
み
は
ぐ

ゝ
み
給
ひ

て
、
今

は
娚

に
な

さ
れ
た

り
。

と
あ

り
、
先

に

「
墓
誌
銘
」

に

コ

無
レ
所
レ生
」

と
あ

る
の
に
矛
盾
す

る
。

こ

れ

に
類
す

る
人
物
と
し

て
、
服
部
仲
英

の
女

に

「
肥
後
細
川
侯
後
宮

に
仕

う
」

と

い
う
者
が

い
る
。
あ
る

い
は
混
同
さ
れ
た
も

の
か
不
明

で
あ

る
。

◎
宝
暦
八
年
戊
寅

没
後

リ
年

○
夏
、
『
蘭
亭
先
生
詩
集
』
刊
。
明
月
楼
蔵
板
、
嵩
山
房
小
林
新
兵
衛
獲
行
。
十

巻
六
冊
。
門
人
藤
山
惟
熊

・
竹
川
政
辰

・
横
谷
藍
水
が
輯
し
、
序
を
観
海
が
撰

す
。
他

に
、
本
多
壺
山

「
題
蘭
亭
先
生
詩
篇
」
、
巻
末
附
録

と
し

て

「壽

蔵
記
」
、

「
墓
誌
銘
」

・
蹟
文

と
し
て
大
内
熊
耳
と
禅
転

の

「
書
蘭
亭
先
生
詩
集

後
」

が

あ
る
。
大
内

熊
耳

の
践
文

は

『
熊
耳
先
生
文
集
』

に
は
収
あ
ら
れ

て
い
な

い
。

観
海

に
あ

て
た
尺
腰

に
よ
れ
ば
、
自
分
は

そ
の
任

で
な

い
こ
と
と
詩
集

の
刊
行

が
蘭
亭

の
意
志

で
な

い
こ
と
が
訴
え
ら
れ

て
あ
り

(『熊

耳
先
生
文
集
』

十

四

「與
松
崎
君
脩
」
)
、
こ
の
文
が
、
熊
耳

の
意

で
な
か

っ
た

こ
と
が
わ
か
る
。
『
詩

集
』
所
収

の
詩
数

は
、
九
百
六
十
六
首
。
「
墓
誌
銘
」

に
よ
れ
ば

「
萬
有
鯨
篇
」

あ

っ
た
詩

は
、
死
ぬ
前

に
火

に
投
ぜ
ら
れ
た
。

前
掲

「病
中
寄
五
子
」

の
藍
水

に
寄
せ
た
詩
中

に

「
焚
書
」
と

い
う
語

を
用
い
た
の
は
、

そ
の
暗
示

で
あ
ろ
う

か
。
火
中

に
詩
を
投
じ

た
人
物
と
し

て
、
先

に
萬
奄

を
あ
げ

た

(元
文

四
年

の

項
)
。
又
、
父
百
里
が
世

に
出

る
こ
と
を
浮
薄
と
し
た

こ
と
な
ど
、
影
響
を
与
え

て
い
る
と
思
わ
れ

る
。

O
蘭
亭
著
と
し

て

『
国
書
総
目
録
』

は
、
他

に

『
蘭
亭
詩
紗
』
と

『
分
類
詩
題

苑
』
を
載

せ
る
。
前
書
は
明
治
十
五
年

に
刊
本

か
ら
、
近
体
詩
を
抜
粋
し

て
写

さ
れ
た
も

の

(
国
立
国
会
図
書
館
蔵
)
。
後
書

は
、
彦
根
藩
士
と
思
わ
れ
る
増
高

實

(字
子
徳
)

に
よ

っ
て
、
南
郭

・
蘭
亭

・
東
皐

(野
村
公
皇

の
号
)

の
詩
集

よ
り
、
詩

題
別
に
分
類

さ
れ

た
詞
華
集

(滋
賀
大
学
附
属
図
書
館
蔵
)
。
文
化
十

二
年
成
立
。
写
本

二
冊
。
序
を
西
郷
義

(平
尾
芹
水
)
、
祓
を
伴
徒
義

(東
山

)

が
撰
し

て
い
る
。
詩
題

を
二
十

四
部

に
分
類

(春
夏
秋
冬
等
)
、
内
訳
は
、
南

郭

よ
り
六
百
三
十
六
首
、
蘭
亭

よ
り
三
百

二
十

四
首
、
東
皐
よ
り
三
百
四
十

二
首

、

計

一
千
三
百
二
首
を
編
集
す

る
。
宋
詩
流
行

の
中
、
彦
根
藩

に
お
い

て
、
護
園

派
が

い
か
に
盛

ん
で
あ

っ
た
か
と

い
う

一
証
と
言
え
よ
う
。

そ

の
後
、
蘭
亭

の
名

は
、

一
般

に
知
ら
れ
る

こ
と
が
少

な
く
、
歴
史

の
中

に

閉
じ

こ
め
ら
れ
て
し
ま
う
。
伝
を
閉
じ
る

に
あ
た
り
、
横
谷
藍
水

の
詩
を
引
き
、

主

な
き
明
月
楼

の
そ
の
後
を
見
る
。

秋
夜
夢
與
諸
子
集
蘭
亭
先
生
宅

覚
後
帳

然
有
感
寄
贈
君
脩
子
祥

埋
二
玉
湘
山

一已
十
秋

海
天
風
雨
暗

二護

洲

一

問

レ奇
奮
友
渾
星
散

空
夢
當
年

明
月
楼

(『
藍
水
詩
草
』
六
)

注
①
三
村
清
三
郎
氏

「鳥
石
山
人
」

・
『近
世
能
書
伝
』
に
詳
し
く
載
る
。

②

「服
部
南
郭
年
譜
考
証
」
(『国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要
』
三
)。

⑨
愛
媛
文
学
叢
書
三

『伊
達
村
候
公
家
集
』
に
よ
れ
ば
、
同
人
に
は
漢
詩
文
集

『
楽

山
文
集
』
『
楽
山
外
集
』
(伊
達
文
化
保
存
会
蔵
)
が
あ
る
と
い
う
。

④

「秋
山
玉
山
評
伝
㈲
㈲
」
(『明
治
大
学
教
養
論
集
』
九
九

・
一
〇
八
)

「38一



b

『
近
世
新
碕
人
伝
』

所
収
。

⑨
七
律

「較
上
人
赴
湘
中
謁
高
子
式
墓
賦
此
為
別
」

(二
)
。

の

『大

日
本
人
名
辞
書
』
等
。

⑨

『
壺
山
集
』

(下
)
七
絶

「実
束
里
先
生
六
首

(其

三
)
」
の
註

に

「
明
月
楼

前
有

一

垂
楊

此

先
生

所

手
栽

一者
」
と
あ

る
。

⑨

「伊
勢
と
蒙
刻
家
」

(『
一二
村
竹
清
集

五
』
)

に
そ

の
伝
が

の
る
。

⑳

「病
中
寄

五
子
」
の
禅
献

に
寄

せ
た
詩
中
、
「沃
洲
山
」
と
あ

り
、
白
居
易

に

「沃

洲
山
縄
院
記
」
が
あ
る
○

た
だ
、
大
内
熊
耳

に
七
律

「送
檸
転
赴
西
京
本
山

値
開

山
國
師
五
百
年
遠

忌
」

(
三
)

が
あ

り
、

こ
の
時
期
五
百
回
忌
が
行
な
わ
れ
た

の

は
、
宝
暦
十

一
年

の
東
西
本
願
寺
、
親
鷺
五
百
回
忌
法
会

で
あ
る
。
尚
、

同
年

に

法

然
五
百
五
十
回
忌
、
明
和

二
年

に
栄
西
五
百
五
十
回
忌
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

あ
る
い
は
、
浄
土
真
宗

の
僧
侶
か
。

㈲
七
古

「石
由
之

立
峡
中
猿
橋

碑
請
島
帰
徳

勒
銘
巳
成
輯

作
墨
帖
因
賦
猿

橋
行
贈

之
」

(二
)。
石
由
之
は
、
春
皇
門
下
石
川
隆
英
。

②
観
海

に

「源
稜
卿
傳
」

(八
)
が
あ
る
。

⑯

『侠
者
行
』
(中
野

三
敏
先
生
蔵
)
の
践
に

「庚
申

(元
文
五
)
四
月
西
涯

隙
豊

昌
」

と

あ
る
。
豊
昌

が
何

者
か

は
詳
知

し
な

い
が
、

こ

の
法
帖

が
鳥
石
山
人

の
書

に

よ

っ
て
い
る

こ
と
よ
り
、
護
園
門
と
親
し

い
人
物

で
あ

っ
た
と
思

わ
れ

る
。
『
先
哲

叢
談
』

の
記
述
は
こ
の
人
物

と
近
藤

西
涯
を
間
違
え
た
も

の
か
も
し
れ
な
い
。

⑳

『先
哲
叢
談
後
編
』

に

も

一
部

引

用

さ
れ

て

い

る
。

㈲
服
部
匡
延
氏

「
南
郭
系

服
部
氏
系
譜
」

(『近
世
中
期
文
学

の
研
究
』
所
収
)。
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〈
付
記
〉
本
稿
を
成
す
に
当
た
り
、
閲
覧
を
許
さ
れ
た
国
立
国
会
図
書
館
、
内
閣
文
庫
、

永
青
文
庫
、
天
理
図
書
館
、
滋
賀
大
学
附
属
図
書
館
に
対
し
、
深
謝
申
し
上
げ
ま

す
。


